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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　フラーレンC60と2当量のγ-シクロデキストリンとの反応でC60/γ-シクロデキストリン包接化合物(Bicapped C60･24H2O (1))が得られることが知られている。1は還元により、Bicapped C60n-を発生するが、この分子内にある電子を、配位している他の化合物に電子移動させることで種々の共有結合の開裂反応が可能であると考えられ、これを用いる窒素分子の還元反応を検討した。反応条件としては、1に100当量の還元剤である次亜硫酸ナトリウムを加え、窒素雰囲気下純水中、60℃で1時間攪拌して反応させた。反応終了後、系中で生成していると考えられるアンモニアをアンモニウム塩に変換するために、1 N硫酸水溶液で処理した後、アンモニウム塩を発色定量法により定量した。このとき、アンモニアが反応に用いた1を基準にして33%の収率で生成した。比較として1の代わりに_-シクロデキストリン、C60、さらにγ-シクロデキストリンとC60の混合物を用いて反応を行ったが、いずれの場合にもアンモニアの生成は確認できなかった。また、窒素雰囲気下ではなく、アルゴン雰囲気下で反応を行っても、アンモニアの生成は確認できなかった。さらに反応を暗所で行ったところアンモニアは生成しなかった。これらの事実より、この反応においては、1、窒素ガスおよび光の存在が必須であることが明らかとなった。また、15N2雰囲気下で同様の反応を行ったところ、15NH4+(-363 ppm in D2O)の生成が15N NMR測定により確認できた。反応の詳細は明らかになってはいないが、光照射がこの反応に必須であることを考慮すると、1上に配位すると考えられる窒素分子が光と還元剤で活性化され、アンモニアへと変換されていることが示唆される。反応は1に対して化学量論的ではあるが、窒素、水素、酸素のみで構成された有機化合物だけを用い、窒素分子を温和な条件下でアンモニアへと変換した世界最初の例である。これは、フラーレンの注目すべき新しい機能の一つであり、非常に興味深いと思われる。
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	欧文概要　ＥＺ

Since the first prediction of the existence of a buckminsterfullerene (C60) molecule with a soccerball structure based on the superaromaticity concept, its chemistry has shown tremendous progress.   Previously, some of us have succeeded in preparing and characterizing the water-soluble C60/-cyclodextrin (1:2) complex (-cyclodextrin-bicapped C60; 1) by the inclusion of C60 with -cyclodextrin.   We now report the formation of ammonia (NH3) from dinitrogen (N2) assisted by complex 1, light and sodium dithionite (Na2S2O4) in water under an atmospheric pressure of N2 at 60 °C for 1 h.   While many examples of using N2 complexes of transition metals to convert N2 into NH3, NH2NH2 and organonitrogen compounds have been reported, the remarkable result we show here may be the first example of the transformation of N2 gas into NH3 using a non-metal complex consisting of only carbon, hydrogen, and oxygen elements (C60 and -cyclodextrin), thus demonstrating a novel function of the C60 molecule.
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